
 

 

 

 

ＳＴＡＣＹ施設の設計及び工事の方法の認可申請（第４回） 

に係るコメント回答について 

令和２年９月 28日 

日本原子力研究開発機構 

原子力科学研究所 

 

No.1  

核燃料物質貯蔵施設のうち、粉末燃料貯蔵設備については水没条件において中性子吸収材を併用

しなくても未臨界を確保できるとしているが、その根拠を説明すること。 

 

【回答】 

 粉末燃料貯蔵設備について、寸法制限値が満足されない場合の未臨界評価を別紙１に示す。

別紙１に示すとおり、粉末燃料貯蔵設備は、設備の変形等により寸法制限値が満足されない場

合を考慮しても、既設の構造のままで未臨界を確保できる設計となっている。 

 

  

資料２ 
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ＳＴＡＣＹ施設の粉末燃料貯蔵設備の未臨界確保について 

 

１．概要 

 ＳＴＡＣＹ施設の燃料貯蔵設備のうち、ウラン・プルトニウム混合酸化物の粉末状の燃料

（以下「ＭＯＸ燃料」という。）を貯蔵する設備（粉末燃料貯蔵設備）は、配列を定めて形

状寸法管理を適用することとしている。 

 本資料は、既設の粉末燃料貯蔵設備について、設備の変形等（津波による水没を含む。）

により寸法制限値が満足されない場合でも、貯蔵するＭＯＸ燃料が臨界に達するおそれが

ないことを計算により評価した結果を示すものである。 

 

２．計算方法 

2.1 基本方針 

 粉末燃料貯蔵設備は寸法制限値を定めることによって臨界とならないよう管理されて

いるが、本資料では、寸法制限値が満足されない場合を考慮し、単一ユニットの計算を行

う。未臨界の判定基準は、中性子実効増倍率が 0.95［1］を下回ることとする。 

  

2.2 計算コード及び断面積ライブラリ 

 計算に当たっては、計算コードは連続エネルギーモンテカルロ計算コード ＭＶＰ［２］、

断面積ライブラリはＪＥＮＤＬ－3.2［３］を用いた。 

  

2.3 計算モデル及び計算条件 

 粉末燃料貯蔵設備について、構造図を図 2.3-1 に示す。また、ＭＯＸ燃料の収納方法

を図 2.3-2(1)～(5)に示す。 

 計算に当たっては、寸法制限値が満足されず、さらに、設備が水没するものとした。た

だし、保管容器は輸送容器と同等の密封性能を有するため、保管容器内部への水の侵入

は考慮しない。 

 また、実際より保守的な評価とするため、以下の条件をおいた。 

・寸法制限値である格子間隔（ピッチ：45cm 以上）が満足されず、互いに近づくものと

する。 

・保管容器１基に収納されるＭＯＸ燃料は、実機１基当たりの最大在庫量   kg を切

り上げて   kgとする。なお、当該保管容器の最大収納量は 10.0㎏であるが、保管

容器の取扱いに当たり開封することはないことから、今後、当該ＭＯＸ燃料が増える

ことはない。 

別紙１ 
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・Ｐｕ缶１本の高さ寸法は実機の 20 cmに対し、燃料収納部の有効高さを考慮し 10.5 cm

とする。また、保管容器１基にＰｕ缶４本が密着して収納されることとする（Ｐｕ缶４

本分の高さ寸法は 10.5×４＝42.0 cm とする）。 

・保管容器の配列は、実際の３×５格子配列に対し、六角格子状の無限体系（水平方向）

とする。 

・反射体として、下部にコンクリート反射体、上部に１ｍの水反射体を想定する。 

上記に従って設定した粉末燃料貯蔵設備の計算モデルを図 2.3-3に示す。 

 

３．計算結果 

 寸法制限値である格子間隔が満足されず、収納容器が互いに接近した場合の計算結果を

図 3-1 に示す。図より、保管容器が互いに密着した場合に中性子実効増倍率が最大となる

が、中性子吸収材を使用しない条件でも最大 0.30 であり、未臨界判定基準である 0.95 を

下回る。なお、モンテカルロ計算に付随する不確かさを保守的に評価するため、計算結果に

は標準偏差の３倍を加えてある。 

 したがって、寸法制限値が満足されない場合でも、粉末燃料貯蔵設備が臨界となるおそれ

はない。 

 

４．まとめ 

 ＳＴＡＣＹ施設の粉末燃料貯蔵設備について、異常な変形により形状寸法管理の寸法制

限値が満足されず、さらに津波により設備が水没した場合について、未臨界評価を行った。 

 評価の結果、粉末燃料貯蔵設備については、既設の構造のままで未臨界を確保できること

を確認した。 
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図 2.3-1 粉末燃料貯蔵設備の構造図 

 

 

 

  

核物質防護管理情報を含むため 
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図 2.3-2(1) Ｐｕ保管ピットにおけるＭＯＸ燃料の収納状況 
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図 2.3-2 (2) Ｐｕ缶の構造 

  

核物質防護管理情報を含むため 
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図 2.3-2 (3) カートリッジの構造 

  

核物質防護管理情報を含むため 
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図 2.3-2 (4) 貯蔵容器の構造 
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図 2.3-2 (5) 保管容器の構造  
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図 2.3-3 粉末燃料貯蔵設備の計算モデル 
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図 3-1 粉末燃料貯蔵設備の未臨界計算結果 
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No.2 

液体廃棄物の廃棄設備の堰の床及び壁面の塗装について、仕様及びその点検頻度を説明すること。 

 

【回答】 

 (1) 仕様 

 

名  称 
低レベル 

廃液系の堰 

極低レベル 

廃液系の堰 

塗装材 エポキシ樹脂 

塗装範囲 

床 面 全  面 

壁 面 
床面から 95cm（93cm以上） 

の高さまで 

床面から 97 cm（96cm以上） 

の高さまで 

 

 

(2) 点検頻度 

 堰の床及び壁面の塗装（エポキシ樹脂）については、保安規定の下部規定（ＮＵＣＥＦ設備

機器の点検基準）に基づき、１回／年の外観点検を実施している。外観点検において、異常が

認められた場合は、必要な補修作業を実施している。 
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